
令和7年度いみず学生アイデアコンテスト成果報告会

日時
2025年12月12日(金)
18:00 〜 19:30

若者世代と連携したまちづくりを進めるため、高等教育機関の学生から本市の地域課題の解決

に資する提案を募集し、令和7年6月に審査会を開催しました。当該審査会において優秀賞を受

賞した３グループが、提案の有用性を検証するため７月から実証実験に取り組み、今回その成

果を発表します。

興味のある人は、ぜひ発表を聴きに来てください！

CONTACTS お問い合わせ先

seisaku@city.imizu.lg.jp

0766-51-6612

MAIL

TEL

当日のZoomは↓から

射水市政策推進課

参加申込は不要です

どなたでもぜひご視聴ください！



学生のチャレンジを応援する

お問い合わせはこちら

発表者：石黒　詩歩

　　　　（富山県立大学）

ペットとつくる

小杉の賑わいと共生のかたち

いみず学生アイデアコンテストとは、射水市の伴走支援を受けながら学生自ら企画・提案・実践に

取り組み、本市の抱える地域課題の解決を目指すプロジェクトです。

いみず学生アイデアコンテストとは？

射水市政策推進課：seisaku@city.imizu.lg.jp

発表者：地域協働研究会COCOS

　　　　（富山県立大学）

発表者：Engine

　　　　（富山県立大学）

ワクワク！

海老江海浜公園ビーチクリーン大作戦

内発的学び循環で未来を拓く

実践型わくわくプログラミング教室

小杉駅周辺の賑わい創出を目的に、「ペット」をテ

ーマとした多世代交流イベントを提案。ペット防

災展示やスタンプラリーなどを通じて、人と動物

の共生意識を高める。地元飲食店やキッチンカー

も出店し、地域資源を活用した持続的な賑わいを

目指す。

海老江海浜公園を「未来の海辺の遊び場」にする

ため、ポイ捨てごみの問題を「地元店舗と連携し

たビーチクリーン」、「子ども向けワークショッ

プ」、「投票型のワクワクするゴミ箱設置」を通し

て解決し、再訪したくなる魅力づくりを目指す。

小中学生を対象に、大学生が伴走して行う実践型

プログラミング教室の提案。学校教育では難しい

創作や挑戦体験を提供し、内発的動機づけを育

む。優秀者は次期講師として参画し「学ぶ→教え

る→支える」の循環モデルを形成。児童の自己効

力感向上と地域ICT人材育成を目指す。


